
現生Cathaya
（『中国植物志７』より）

Cathayaの花粉化石

滋
賀
県
甲
西
町
の
野
洲
川
河
原
に

は，

直
径
１
ｍ
以
上
の
巨
木
か
ら
な
る

化
石
林
が
あ
り
ま
す
。
化
石
林
と
は
、

立
木
状
態
の
ま
ま
地
層
中
に
散
在
し
て

い
る
樹
幹
や
樹
根
の
化
石
で
、
古
植
生

や
堆
積
環
境
な
ど
古
環
境
を
推
定
す
る

重
要
な
証
拠
と
な
る
も
の
で
す
。
最
近

に
な
っ
て
、
こ
の
化
石
林
が
埋
ま
っ
て

い
る
約
２
６
０
万
年
前
の
地
層
（
古
琵

琶
湖
層
群
甲
賀
累
層
）
か
ら
、
カ
タ
ヤ

属
の
花
粉
化
石
が
み
つ
か
り
ま
し
た
。

日
本
で
は
３
例
目
と
な
る
発
見
で
す
。

カ
タ
ヤ
属
は
、
マ
ツ
科
の
常
緑
針
葉

樹
で
す
が
、
今
で
は
日
本
列
島
に
は
み

ら
れ
ま
せ
ん
。
中
国
中
南
部
の
ご
く
限

ら
れ
た
地
域
に
、
カ
タ
ヤ
・
ア
ル
ギ
ロ

フ
ィ
ル
ラC

athaya
argyrophylla

C
hun

&

K
uang

（
中
国
名：
銀
杉
）と
い
う
１
属
１

種
が
分
布
す
る
の
み
で
す
。

成
木
は
、
高
さ
20
ｍ
、
樹
幹
40
㎝
以

上
の
高
木
と
な
り
、
葉
は
長
さ
４
〜
６

㎝
、
幅
２
・
５
〜
３
㎜
の
線
形
で
、
長

さ
３
〜
５
㎝
、
幅
１
・
５
〜
３
㎝
の
ツ

ガ
や
ト
ガ
サ
ワ
ラ
に
よ
く
似
た
球
果

（
松
か
さ
）
を
つ
け
ま
す
。
標
高
９
０

０
〜
１
９
０
０
ｍ
の
岩
が
む
き
出
し
に

な
っ
た
険
し
い
斜
面
や
尾
根
筋
に
育

ち
、
マ
ツ
属
や
ツ
ガ
属
と
い
っ
た
針
葉

樹
や
カ
シ
類
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
と
混

生
し
て
林
を
形
成
し
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
中
国
中
南
部
に
し
か
み
ら

れ
な
い
カ
タ
ヤ
属
で
す
が
、
か
つ
て
は

地
球
上
に
ず
っ
と
広
く
分
布
し
て
い
た

証
拠
が
あ
り
ま
す
。
中
生
代
以
降
の
北

半
球
各
地
の
地
層
か
ら
花
粉
化
石
が
見

つ
か
る
の
で
す
。
白
亜
紀
（
約
１
億
４

５
０
０
万
年
前
）
に
は
、
北
ア
メ
リ
カ

と
東
ア
ジ
ア
、
さ
ら
に
、
古
第
三
紀
前

期
（
約
６
５
０
０
万
年
前
）
に
は
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
ま
で
分
布
が
拡
大
し
て
い
た
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
新
第
三
紀

後
期
以
降
に
な
っ
て
、
気
候
が
寒
冷
に

な
る
過
程
で
、
カ
タ
ヤ
属
は
消
滅
し
て

い
き
ま
す
。
北
ア
メ
リ
カ
で
は
後
期
中

新
世
以
降
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
更
新
世

に
カ
タ
ヤ
属
は
消
滅
し
ま
し
た
。
日
本

列
島
で
も
富
山
県
と
岩
手
県
か
ら
カ
タ

ヤ
の
花
粉
化
石
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、

中
期
中
新
世
か
ら
鮮
新
世
（
約
１
６
０

０
万
〜
１
７
０
万
年
前
）
ま
で
は
カ
タ

ヤ
属
の
針
葉
樹
が
列
島
に
分
布
し
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
、
カ
タ
ヤ
の
花
粉
が
発
見
さ
れ

た
地
点
の
化
石
林
は
、
約
２
６
０
万
年

前
の
河
川
の
氾
濫
原
で
、
そ
こ
に
は
え

て
い
た
森
林
が
埋
没
し
て
形
成
さ
れ
た

も
の
で
す
。
巨
木
の
樹
幹
化
石
は
ス
ギ

科
で
、
周
り
の
粘
土
層
か
ら
落
葉
針
葉

樹
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
ス
イ
シ
ョ
ウ
の

球
果
や
葉
が
多
く
見
つ
か
り
、
湿
地
に

群
生
す
る
ス
ゲ
類
な
ど
の
草
本
も
伴
う

こ
と
か
ら
、
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
ス
イ
シ

ョ
ウ
が
河
川
の
後
背
湿
地
で
湿
地
林
を

構
成
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
一

方
、
洪
水
時
に
堆
積
し
た
と
考
え
ら
れ

る
砂
層
に
は
、
常
緑
針
葉
樹
の
コ
ウ
ヨ

ウ
ザ
ン
、
マ
ツ
属
、
ツ
ガ
属
の
球
果
や

葉
な
ど
が
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の

樹
木
は
河
川
の
上
流
の
山
地
斜
面
や
扇

状
地
に
生
育
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。カ

タ
ヤ
は
、
花
粉
化
石
だ
け
が
見
つ

か
り
、
球
果
や
葉
、
枝
な
ど
の
化
石
は

見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
は
、
現

在
の
生
育
地
の
よ
う
に
水
域
か
ら
遠
く

離
れ
た
岩
上
に
生
え
て
い
た
た
め
に
、

花
粉
だ
け
が
飛
来
し
て
、
球
果
や
葉
な

ど
は
流
さ
れ
て
来
な
か
っ
た
た
め
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

カ
タ
ヤ
が
生
え
て
い
た

時
代
の
古
植
生
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調査地�

甲西町朝国地域の野洲川河床と化石林

植物化石から、過去の植生を復元
することができます。私は、埋没
林の調査を、琵琶湖博物館の共同
研究として行っています。（山川）
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